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REVIEW  レビュー

春
の
饗
宴

　

新
宿
髙
島
屋
に
て「
第
60
回
い
け
ば

な
協
会
展
」が
開
催
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
2
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
。流
派
を
超
え
た
こ
の
展
覧
会

に
は
、草
月
流
か
ら
勅
使
河
原
茜
家
元

を
は
じ
め
多
数
の
作
家
が
参
加
。春
の

い
ぶ
き
を
感
じ
る
作
品
群
は
、人
々
を

癒
や
し
た
。
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INFORMATION  お知らせ

花
き
業
界
応
援
の
輪

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

な
ど
が
相
次
ぎ
、花
き
の
消
費
が
全
国

で
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。花
に
携
わ

る
草
月
流
と
し
て
応
援
を
始
め
た
の
が

2
0
2
0
年
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
支
援
を
も
と

に
、高
知
県
産
の
グ
ロ
リ
オ
ー
サ
五
千

本
を
使
用
し
た
巨
大
な
球
体
の
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
家
元
が
制
作
し
た
。

　

さ
ら
に
応
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
い

う
企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
。家
元
が
今
年

の
新
年
の
あ
い
さ
つ
動
画
に
て
グ
ロ
リ

オ
ー
サ
を
使
用
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
披
露
。そ
れ
を
皮
切
り
に
、草

月
ア
ト
リ
エ
に
よ
る
い
け
ば
な
や
応
援

コ
メ
ン
ト
を
写
真
や
動
画
で
公
開
。こ
の

企
画
に
賛
同
し
た
人
々
が
自
身
の

S
N
S
へ
グ
ロ
リ
オ
ー
サ
を
使
用
し
た

作
品
を
ア
ッ
プ
し
、大
き
な
広
が
り
を
み

せ
た
。さ
ら
に
、家
元
継
承
20
周
年
を
記

念
し
て
、「
＃
家
元
お
め
で
と
う
」と
題
し

た
グ
ロ
リ
オ
ー
サ
作
品
も
投
稿
さ
れ
、合

わ
せ
て
八
百
件
以
上
の
投
稿
が
あ
っ
た
。

　

本
部
家
元
研
究
科
で
も
グ
ロ
リ
オ
ー

サ
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
が
行
わ
れ
、

受
講
生
の
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、全
て
の

回
の
家
元
に
よ
る
デ
モ
で
、グ
ロ
リ
オ
ー

サ
が
い
け
ら
れ
た
。
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海外への随行など、たくさんの貴重な経験ができます。
和気あいあいとした雰囲気で、先輩が丁寧に指導します！

［ 募集要項 ］
業務内容：家元の制作アシスタント、国内外での
いけばな活動、ホテルやイベントでのいけこみ 等
募集条件：草月流入門者（師範資格不問）、
　　　　　要普通自動車運転免許
雇用形態：正社員（試用期間3 ヶ月）

［ ご応募・お問合わせ ］
ご興味のある方は、履歴書をお送りください。
草月文化事業株式会社 管理業務部
〒107-0052　東京都港区赤坂7-2-21
TEL：03-3408-9116
E-mail：y-sugawara@sogetsu.com
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ア
ト
リ
エ

ス
タ
ッ
フ

募
集
！

最
高
位
を
目
指
す

　

理
事
顧
問
昇
格
試
験
が
実
施
さ
れ
、

理
事
26
名
、顧
問
44
名
が
受
験
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、前
回
に
続
き
自
宅

で
の
受
験
も
可
能
に
。受
験
生
た
ち
は
、

草
月
流
師
範
の
最
高
位
を
目
指
し
、花

型
図
・
論
文
・
実
技
試
験
に
臨
ん
だ
。
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�• 0120-087-202

草月陶房で皆さまが制作した自作の花器に、自身で
花をいけた作品を募集します！  草月陶房のインスタ
グラムへ随時投稿しますので、どうぞ奮ってご応募
ください。

【 応募方法 】①草月陶房で作陶した自作花器の写
真 1 枚 ②自作花器に自身で花をいけた作品写真 1

枚、または動画（1 分以内）③自作花器といけた
作品に込めた想いを文章化したもの 150 字以内④
名前 ⑤国名、都道府県名 ⑥花材名 ⑦もし分かれ
ば自作花器の制作年
以 上を草月陶 房インスタグラム（sogetsutobo.
official）のダイレクトメッセージへ送信してください。

［ お問合わせ ］  草月陶房　TEL：0778-32-2234 ／ E-mail：tobo@sogetsu.com
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3
年
ぶ
り
と
な
る「
花
に
感
謝
の
日
」が
3
月
25
日
に

草
月
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感

染
対
策
の
た
め
献
花
台
は
草
月
プ
ラ
ザ
に
設
け
、来
場

者
数
を
制
限
し
、厳
か
に
行
わ
れ
た
。各
賞
を
受
賞
さ

れ
た
皆
さ
ま
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
以
下
、各
受
賞
者
。敬
称
略
）

【 

第
1
0
2
回
草
月
い
け
ば
な
展 

マ
イ
ス
ト
ー
リ
ー
賞 

】

東
和
霞　

遠
藤
桜
泉　

大
久
保
有
加　

河
合
里
抱

久
保
田
芳
生　

筋
野
奈
美　

田
渕
章
流　

福
島
光
加　

モ
ラ
ン
ジュ
真
紀
子

【 

第
1
0
2
回
草
月
い
け
ば
な
展 

新
人
賞 

】

大
塚
一
好　

岡
村
楓
佳　

佐
々
流
彩　

中
村
洵
摂

本
庄
雅
香　

米
澤
草
織

【 

優
秀
S
Y
C
賞 

】

S
Y
C
東
京
１　

S
Y
C
北
海
道
１　

S
Y
C
福
岡

【 

優
秀
支
部
賞 

】

東
京
北
支
部　

東
京
西
支
部　

東
京
南
支
部

神
奈
川
県
支
部　

福
井
県
支
部　

三
重
県
支
部

兵
庫
県
支
部　

鳥
取
県
支
部　

徳
島
県
支
部

長
崎
県
支
部　

沖
縄
県
支
部

【 

草
月
作
品
賞 

】

○
令
和
2
年
度
四
日
市
市
文
化
功
労
賞
受
賞
記
念

　

熊
本
梨
里
い
け
ば
な
展

○
美
寿
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト 

「
春
の
花
木
を
い
け
る 

～
木
蓮
の
香
り
～
」

○
彩
華 

花
の
教
室  

作
品
展
「
浜
風
に
よ
せ
て
」

○
４
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ　

草
月
い
け
ば
な
展 

「
ホ
テ
ル
に
い
け
る
」 

～
秋
色
の
か
ぜ
～

○
丹
野
霞
園
作
品
「
結
い
」
緒
絶
の
館（
た
け・く
ら
べ
）

○
2
0
2
1
宮
下
透
翠
個
展
「
私
の
居
場
所 

Ⅶ
」＆

	

グ
ル
ー
プ
翠
S
U
I
展
「
和
み 

Ⅴ
」

○
第
22
回
大
澤
秀
紅
社
中
展

○
出
村
丹
雅
草
社
中 

「
う
だ
つ　

藍
と
花
」
展　

○
玉
城
永
涼
社
中 

〜
秋
の
彩
り
〜 
い
け
ば
な
展

○
い
け
ば
な
と
音
楽
ラ
イ
ブ「
竹
・
音
・
花
」 

竹
内
双
芽
・
加
藤
春
和
・
野
澤
彩
葉
・
本
山
夏
桜

○
井
上
佐
芳
社
中
展
「
は
じ
ま
り
の
時
」

○
第
5
回
徳
久
星
蘭
社
中
展

○
鈴
木
泉
晶
社
中 

第
3
回
北
の
ル
ビ
ー
展 

―
花
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
Ⅰ
―

○
小
さ
な
い
け
ば
な
展 Joyful C

hristm
as! 

石
川
己
青
と
そ
の
仲
間
た
ち・
己
青
会

○
草
月
会
三
重
県
支
部 

津
グ
ル
ー
プ 

「
花
で
津
な
が
る 

家
元
継
承
20
周
年
お
祝
い
花
展
」

【 

草
月
奨
励
賞 

】

市
川
早
苗　

伍
條
尚
玉　

小
山
芳
村	

遠
山
草
素

服
部
溪
康　

平
野
瑞
晶　

古
家
賀
苑	

松
島
晃
香

森
英
琴　

や
ま
ぐ
ち
と
く
え　

渡
邉
緑
草

【 

第
21
回
A
T
賞 

】

東
和
霞　

菊
池
冬
純　

篠
田
岳
青　

末
廣
和
史

古
川
丹
萠　

溝
口
園
又　

森
英
琴

【 

草
月
日
輪
賞 

】

天
池
昌
綾　

井
上
紫
苑　

井
上
雅
染	

小
澤
紅
優

川
田
晴
泉　

川
村
緑
糸　

佐
藤
康
水	

澤
田
唱
芭

鈴
木
交
川　

関
田
育
圓　

高
見
沢
美
青　

竹
内
昌
花　

田
中
青
洸　

田
原
香
芳	

富
田
香
晴

中
野
光
庭	

中
村
青
鈴　

西
村
星
遊	

水
野
秀
梢

水
原
香
庭　

三
田
篁
芳　

矢
野
澄
香	

米
山
照
倫

和
田
霞
光　

H
aruko W

atabe 

草
晴

H
elen M

arjory H
ickm

an 

春
川　

Joyce O
verholtzer 

草
舟　

R
um

i M
. R

ice 

惠
理

花
に
感
謝
の
日  

2
0
2
1
年
度
各
賞
受
賞
者

草月ホールでの献花は代表して家元が行った。

REVIEW  レビュー
本
部
教
室 

〒107-8505 

東
京
都
港
区
赤
坂
7-

2-

21 

／ TEL

：03-3408-1209 

／ FAX

：03-3405-4947 

／ E-m
ail

：kyoshitsu@
sogetsu.or.jp

※日程、講師は変更になることがあります。また、新型コロナウイルス感染症の影響や、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。
	 予めご了承ください。開講予定や申込受付等に変更が生じた場合は随時告知いたしますので、草月流ホームページをご確認いただくか、教室運営課までお問合わせください。

金 土 月
テーマ 講師

14 時 /18 時 10 時 30 分 /14 時 10 時 30 分 /14 時
5 月 13 日 14 日 9 日 私の花（コメントあり） 家　元
6 月   10 日 11 日 6 日 創造の喜び 川名哲紀

●申込方法：新入会をご希望の方は、TEL・FAX・E-mail で事前にご連絡ください。毎月の受講は、日程・時間をご確認の上、
ご来館ください。 ●受講料：12,200 円（花材費込み）

5 月 
火曜 	 10 日	 隅出美泉 	 17 日	 中村草山 	 24 日	 篠崎洵雅
木曜 	 12 日	 加藤久美子 	 19 日	 坂口水恵 	 26 日	 岡崎　忍

6 月 
火曜 	 7 日	 中村草山 	 14 日	 加藤久美子 	 21 日	 隅出美泉
木曜 	 9 日	 篠崎洵雅 	 16 日	 坂口水恵 	 23 日	 岡崎　忍

●原則として 6 日間、第 1・2・3 火曜と木曜　●10 時 30 分 /14 時 /18 時（各日 3 回開講）　●入会金：11,000円　
●月謝：12,040 円（月3 回分・花材費別）※証書申請可能。　※再入会金無料。再入会をご希望の方は事前にご連絡ください。
※月 3 回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（6,440円・花材費込み／都度払い）。

家元教室 資格を問わず、どなたでもご参加いただけるいけばな教室です。
ワンレッスン受講することもできます。

●開催日は水曜 1 回、金曜 2 回　●18 時（受付：17 時 45 分〜19 時 30分）　●入会金：11,000円　●月謝：12,040円（月3回分・
花材費別）※家元教室・家元研究科への振替ができます。　※証書申請可能。　※再入会金無料。再入会をご希望の方は事前に
ご連絡ください。 ※月3 回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（6,440円・花材費込み／都度払い）。

男子専科 初心者からベテランまで、男性限定のいけばな教室。
いけばな作家や男性指導者の育成をめざすクラス。随時受付。

5 月
	 11 日（水）	 澤 田 晃 映

6 月
	 8 日（水）	 岩 渕 幸 霞

	 20 日（金）	 西 山 光 沙 	 17 日（金）	 澤 田 晃 映
	 6 月 3 日（金）	 岩 渕 幸 霞 	 24 日（金）	 西 山 光 沙

インターナショナルクラス 外国の方々を対象としたクラスです。授業は英語で行われます。

5 月

	 2 日	 福 島 光 加

6 月

	 6 日	 石 川 己 青 　　
	 9 日	 石 川 己 青 	 13 日	 福 島 光 加
	 16 日	 高 木 水 染 	 20 日	 坂 口 水 恵
	 23 日	 細 野 葉 霞 	 	 27 日	 高 木 水 染 　　
　　　　　　30 日	 坂 口 水 恵 	

●毎週月曜日　●10 時 30 分〜12 時 30 分　●受講料：5,600円／１回（花材費込み。月 4 回目以降は 5,240 円）　
※証書申請可能。※祝日は休講となります。

INFORMATION  教室情報

各クラス、2022年1月より開講時間が若干変更となりました。ご注意ください。

家元研究科 毎回テーマが設けられ、いけばなをさらに深く追究することを目標とします。
感性と技術を磨く最高の勉強の場です。AT賞選考対象クラス。

入会金・
再入会金が不要。
皆さまのご参加
お待ちしています!

再入会金が不要。
皆さまのご参加
お待ちしています!

再入会金が不要。
皆さまのご参加
お待ちしています!
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土曜 	 4 日	 　  〃 	 11 日	 　  〃 　  25 日	 　  〃
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●授業時間：10 時 30 分 〜 16 時　●受講料：12,970 円（材料費・昼食代込み）／入会金なし
●申込資格：草指連会員　●定員：40 名　●募集：随時受付中。郵便振替または会員サービス部窓口でお申込みください。

［郵便振替口座］口座番号：00180-6-119808 ／加入者名：（一財）草月会 教室運営課　※払込取扱票の通信欄に（お持
ちの方は）メールアドレスをご記入ください。
●申込締切：開催日の１週間前（ただし定員になり次第締め切ります）　※お申込み後のキャンセル・ご返金はいたしかねます。
※お申込み後でも、翌月以降（年度内）に振替受講が可能です。ご希望の方は、受講日の 10 日前までにご連絡ください。
それ以降のご連絡の場合、実費（材料費および昼食代）をいただきます。皆さまのご参加をお待ちしております。

受講日 テーマ 講師 内容

5月14日
（土）

同一線上に、植物と鉄はあり、
作品へ

異質素材である鉄の魅力を探る姿勢は、花材に対峙
するものと同じだと思います。
今回使用する鉄は、うすくて扱いやすい鉄板です。
切ったり、ゆがめたり、キズつけたりすることで、表
現素材としての鉄の可能性を探ります。
きっと、各自の個性ある植物と鉄の作品が、うみださ
れると思います。

6月11日
（土）

　　

導入としての “一種いけ”
―いけばなを「教える」考え方、
　　仕事としてのいけばな―

初めていけばなを学ぼうとする時、たくさんの花材が
あって迷った経験のある方も多いことでしょう。
“ 一種いけ ”は、ひとつの花材で空間をすてきに演出
できる、とても魅力的ないけ方です。
今回は “ 一種いけ ”を導入のひとつとして扱い、どの
ように指導していくのか、また、仕事としてのいけばな
についても考えてみましょう。多くの方の生活に、い
けばなを。一種いけを起点として、あらためてあなた
のいけばなを見つめ直してみませんか。

7月9日
（土）

意外ないけ方がある　
意外な題材を忘れている
―草月五十則より―

草月五十則の深いことば
4 4 4

から、
作品への発想・発見・可能性を探ります。
見慣れた植物も、器も既成概念からはなれて、
改めて見つめ直してみましょう。
生の植物だけ、又、枯れものを加えて、
時代と共に、新鮮な表現であなたの今を「造

い け

形」ましょう。

州村衛香

中田和子

公開講座 普段のお稽古ではなかなかチャレンジできない内容で創造性を大きく伸ばすチャンス！
経験豊富な講師の講義で、知識と技の引き出しがさらに広がります。

関田育圓 

●授業時間：13 時～16 時30分　●受講料：33, 000 円（花材費込み）　●申込資格：草指連会員　●定員：若干名（※今
回は欠員補充につき若干名の募集となります。定員になり次第締め切ります）　●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-mail などに、
①名前　②草指連会員番号　③住所　④電話番号　⑤（お持ちの方は）メールアドレスをご記入の上、「いけばな空間の写
真教室」受講希望の旨を教室運営課までお知らせください。
※デジタルカメラを使用します。各自お手持ちのものをご持参ください。 ※ポストカード制作（予定）は別途有料（22,000 円）
となります。

あなたも写真家に！　プロの撮影テクニックを学んで、作品の魅力を残し
ましょう。※追加募集（若干名）につき、お申し込みはお早めに !いけばな空間の写真教室

受講日時・講師 内容

原則として火曜日／全6回
6/14、8/23、10/4、12/13、
2023年 2/21、3/7
13時～16時30分

関谷幸三（写真家）

想いを込めていけた作品でも、鑑賞できる時間には限りがあります。
自分の作品を、より多くの人に伝えたい―。そんな希望も、写真
なら叶えられます！　照明を使った本格的なスタジオ撮影から自然光
を利用した撮影まで、シーンに応じた撮影のテクニックを、じっくり
と学びます。さらに、マニュアルモードの使い方をマスターし、年賀状、
作品集、名刺代わりのリーフレット、ホームページやSNSに、あな
たの想いが詰まった作品をいつまでも鮮明に残しましょう。

29 28

金曜 土曜 探究「私の花」
私はなぜ花をいけるのか？ 私が目指す植
物表現とは？ 私が追究したい素材は？ 
自由花って何？

自分がすべきことは何かを受講者自ら考え、
草月らしく自由に楽しく新しく、植物表現
を探究しましょう。それを積み重ねてゆくこ
とでそれぞれの「私の花」がより輝きます。
講師が今の「私の花」を受講者に披露す
るデモンストレーションもあります!!

講師
14時30分 10時30分 /14時 30分

5月 20日 21日 竹中麗湖

6月 17日 18日 家　元

7月 15日 16日 家　元

家元研究科
※ 6・7 月は、家元の担当です！　講師からはテーマは出ません。受講
者自らが考え、自由に植物表現を探究します。新入会・再入会大歓迎。
AT 賞選考対象クラス。4 月から講師が一部変更になります。

●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員番号をご記入
の上、草月WESTまでお送りください。●受講料（家元）：12,200円（花材費込み）／（本部講師）：10,100円（花材費込み）
●授業開始の20分前から受付を開始します。※当面の間、新型コロナウイルス感染防止対策のため受講人数を制限しております。

※日程、講師は変更になることがあります。また、新型コロナウイルス感染症の影響や、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。
予めご了承ください。開講予定や申込受付等に変更が生じた場合は随時告知いたしますので、草月流ホームページをご確認いただくか、草月WESTまでお問合わせください。

●月3回　金曜・土曜  ●金曜（14時30分／18時30分）、土曜（10時30分／14時30分）　●入会金：11,000円　●月謝：11,000円
（月3回分・花材費別）●申込方法 ： はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・
草指連会員番号をご記入の上、草月WESTまでお送りください。 ※証書申請可能。 ※月3回受講することが難しい方はワンレッ
スン受講も可能（4,500円・花材費1,700円／都度払い）。 ※見学可能。

毎回テキストのテーマからの 2 作、講師のデモンストレーションがあります。
たっぷり勉強できる充実の 2 時間。4 月から講師が一部変更になります。家元教室

世界中のどこからでも参加できる「オンライン家元教室」。 東京・草月会館または京都・草月 WEST の「家元教室」に在
籍している 4 級師範以上の方、あるいはテキスト3・4 を履修中の普通級の方であれば、どなたでもご参加いただけます。
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■当日のタイムスケジュール（日本時間）

11：00 ……… Zoom 接続テスト（希望される方）
13：30 まで … ご自身で作品を制作し、作品画像を「草月 WEST」へメール送信
14：00 ～ ……入室（予め Zoom ID をお知らせします）
14：15 ……… コミュニケーションタイム（参加者間や司会者との挨拶）
14：30 ……… 講座開始→講師デモンストレーション 2 作をオンラインにて鑑賞
15：00 ……… オンライン受講者作品講評
　　　　　　 （事前送信の作品画像とリアルタイム動画での講評）
15：45 ……… 草月 WEST で受講されている方の講評視聴～総評
16：30 ……… 終了

※講師デモンストレーション以降のお時間は、受講人数等により前後する場合がございます。
※草月 WEST での講評からは自由参加です。お時間がございましたら最後までご視聴ください。

【お問合わせ・お申込み】　草月 WEST ／ TEL：075-366-3647　E-mail：west@sogetsu.or.jp

京都・草月WESTにて「オンライン家元教室」好評開催中！

オンラインレッスンの様子

土曜日14時30分からの家元教室は、
オンラインでも受講できます！

入会金、
再入会金が

不要となりました!

再入会金が
不要となりました!



31 30

草
月
W
E
S
T  

〒600-8842 

京
都
府
京
都
市
下
京
区
朱
雀
堂
ノ
口
町
20-

4
ホ
テ
ル
エ
ミ
オ
ン
京
都
1
階 

／ TEL

：075-366-3647 

／FAX

：075-366-3648

／E-m
ail

：west@
sogetsu.or.jp

●授業時間：13 時～ 16 時 ●受講料：4,400 円（素材費別）●定員：20名 ●申込方法：はがき・FAX・E-mail などの書
面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員番号をご記入の上、草月 WEST までお送りくだ
さい。●申込締切：開催日の前々週の週末（ただし定員になり次第締め切ります）

受講日 テーマ 講師 内容

5月10日（火）
これぞ草月　
研究素材は「木」
貴方は建築家

素材の木は、割箸を100膳ほどと、紙粘土を使います。建
築家になったつもりで、草月風にアレンジします。完成し
た作品に、枝一本、花一本を配置いたします。
※2022 年 3月 8日からの延期分です。

6月7日（火）
三種の異質素材で遊ぶ
～素材の魅力を
　　　　引き出して～

三種の異質素材の特徴をいかして立体作品を作ります。
吊る、置く、壁など好きな場所を選んで意外性のある作
品に仕上げます。植物は形を持っていますが、とっさの
機転や造形力で異質素材に形を与えるのは私たち自身
です。最後に植物の線、色、塊などの要素を加えて自分
らしく完成させます。それぞれが発見した多様な表現を
見て、あなたの世界が広がることでしょう。

公開講座 ご希望のクラスを１回ごとにお申込みできる魅力ある講座です。 
講師の個性がいかされたテーマにチャレンジできます。ぜひご受講ください。

大久保雅永

昨年度にリニューアルした、草月いけばなのエッセンスが凝縮された草月カリキュラムを楽しく集中して学ぶことができる、草月
WEST オリジナルの人気クラスです。
2022 年度は、“ 教えるために ” 大切な基本を再確認しながら理解を深め、さらにテーマを発展させて、自由で楽しい創作に挑
みます。この講座ならではの、個性ある講師陣も魅力の一つです！
年６回コースで、お休みした回は録画のオンライン配信でフォローします。ぜひこの機会に、今一度テキストに再チャレンジして
みませんか？　新規入会や継続の方もお待ちしています。

受講日 講師 内容

5月24日（火）
花型法で原点を確認し、さらにステップアップ！

～盛花・投入を“後ろいけ”で挑戦

7月26日（火）
異質素材の可能性
～次の表現を目指して

9月27日（火）
『花器』からの発想

　―素材・形・色・複数花器―

11月15日（火）
※3週目

  “ 剣山なし”だから生まれる世界
～ワイヤー・釘・ドリルの留め方を確認しながら

2023年1月24日（火）
 “つぼ ”を楽しむ

基本の留め方をマスターし、自由な発想の作品へ

3月28日（火）
「野菜・くだものをいける」の多様性

～植物の世界を広げる

●授業時間：13 時 〜16 時　全 6 回半日コース　●受講料：39,600 円（6 回分前納、※入会金不要・花材費別）
●申込資格：草指連会員　●定員：20名　●申込方法：はがき・FAX・E-mail などの書面で、名前・雅号・住所・電話番号・
資格・門下別・草指連会員番号をご記入の上、草月 WESTまでお送りください。 ●申込締切：4 月29 日（金）

隅出美泉

加藤久美子

篠崎洵雅

杉岡宏美 

坂口水恵

岡崎 忍

テキスト集中講座  2022受講生募集 「教えるために」 「学ぶために」 「楽しむために！」草
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　anytime SOGETSU　
デモンストレーション動画のサブスクリプションサービス

anytimeSOGETSUには、草月流ホームページの「草月を習う」メニューより、
または右のQRコードより、どなたでもお入りいただけます。
https://www.sogetsu.or.jp

受講日 講師 内容

原則として火曜日（年4回）
7月5日、9月6日、10月25日、
2023 年3月7日
※9月 6日は変更となる場合がございます。

市村冨美夫（染色家）
清水六兵衞（陶芸家）
日向洋一
1名は未定

長年続いている名物クラスです。様々な分野から
の豪華講師によるパワー溢れるクラスに参加して
みませんか？ 恒例になった、草月陶房での授業も
予定しております。今回も若干名募集します。

プロフェッショナルクラス

●授業時間：10 時30分～16時　●受講料：55,020円（４回分前納、昼食代込み。教材費はその都度実費） ●受講資格 ： 総合補
修セミナーPart2修了者、または草指連会員で草月WEST 在籍者（※どのクラスでも可）　●申込締切：6 月20 日（月）

勅使河原茜家元と草月流本部講師による、いけばなデモンストレーションの動画が
月額定額で見放題となるサービスです。草月のエッセンスが詰まったテキストに掲載
されている各テーマより、実際に草月WEST 家元教室などで披露されたものを、何
度でも必要な時にご覧いただくことができます。毎月新しい動画が追加されます。
→ 70 本以上の動画を見放題　2,200 円（月額・税込）

サブスクリプション（定額見放題）は「ちょっと負担」という方は、目的の動画を1
本から購入できます（30日間見放題）。「本部の教室にはなかなか通うことができな
いけれど家元と本部講師のデモンストレーションから学びたい」「草月カリキュラムの
理解を深めたい」「自分の教室で行う授業の参考にしたい」「苦手な花材を練習して
克服したい」……そのほか目的に応じて自由に動画を選ぶことができます！
→動画の個別販売　550 円〜（30 日間見放題・税込）

西山光沙

掲載本数が
70本を突破!

日時：6月5日（日）14 時～ 15 時 30 分
受講方法（どなたでもご受講になれます）
①NHK文化センター京都教室で受講　受講料：NHK文化センター会員3,663円（税込）、一般 4,356円（税込）
　 会場：NHK文化センター京都教室　京都府京都市下京区四条通柳馬場西入ル立売中之町 99四条 SETビル 3F
②オンラインで受講（Zoomウェビナー使用）　受講料：3,300円（税込）
    パソコン・スマホなどで、どなたでも全国から受講可能

【お問合わせ・お申込み】　NHK カルチャー京都教室ホームページ、または TEL : 075-254-8701

NHKカルチャー京都教室に勅使河原茜家元が登壇します！

会期：4月30日（土）・5月1日（日）
開場時間：10 時〜 18 時（最終日は17 時まで）
会場：草月WEST　入場料：無料

草月WEST家元教室いけばな展

草月WESTの家元教室に所属している方であれば、入門の方
から理事の方まで、どなたでもご参加いただける展覧会です。

【お問合わせ】　草月 WEST ／ TEL：075-366-3647　E-mail：west@sogetsu.or.jp

家元の動画が
追加されました!
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[ Overseas Affairs Department, Sogetsu Foundation ]    E-mail: overseas@sogetsu.or.jp     FAX: +81-3-3405-4947

Calendar of Events 2022
● June 8- 26  Early Summer Sogetsu Exhibition
Venue: 2F Lounge @Sogetsu Kaikan 
*Exhibition dates and opening times are irregular. 
Please check the official website before visiting the 
exhibition.
*All exhibitions will be reported on Sogetsu Website, 
SNSs and the newsletters.
Please stay tuned and watch out.
https://www.sogetsu.or.jp/e/
https://www.instagram.com/ikebana.sogetsu/
https://www.facebook.com/ikebana.sogetsu
● Aug.13- Aug.21 Summer Holiday *the HQ closed 
*Schedules above are subject to change

<Update>
Online Seminar for overseas Branch/SG in 2022
In response to requests for an extension of applica-
tion due date and available period of the seminar, 
we keep the application date open until January next 
year. 

Guideline and Application Form
Download the application form from the news sec-
tion of the STA members online page. Send the filled 
form by e-mail to Overseas Affairs Department under 
the name of the director/chairperson of the repre-
sentative group.  
*The availability of instructors and classroom is limit-
ed. Please give us a couple of possible dates.

<Notice for the Branches/ Study Groups>
Submission of Annual Activity Report of 2021 /
Election Report
(1) Sogetsu Annual Activity Report 2021 (from April 
2021 to March 2022)
(2) Members’ list 
(3) Election Report * only branch/study group which 
falls on election year. 
* The official e-forms (PDF/Excel format) are available 
to download from Sogetsu website; 
All the Branches and SGs are required to submit (1) 
and (2) to the Headquarters. The Branches and SGs 
which are due to have an election this year are also 
required to submit (3)
https://www.sogetsu.or.jp/e/members/downloads/
forms
*We understand that many branches/study groups 
have not been able to hold activities due to lockdown 
and restriction. In such cases, please let us know the 
situation and how things have been going around 
you. 2021 was the second year of the pandemic and 
the circumstances starts to differ in area and nations. 
Hearing from you is most relieving and reassuring for 
us in Japan.  
Submission Deadline: May 31, 2022
Accepted by E-mail or by post

[Welcome] Branch/ Study Group event announce-
ment/report on Sogetsu website
Have you ever visited the event page of Sogetsu 
official website? It’s inspiring to share and see what 
is Sogetsu friends doing around the world.
https://www.sogetsu.or.jp/e/events/category/lo-
cal/?event_type=end
Now many official groups hold both physical and vir-
tual events. Why not invite other overseas members 
to them or share the report on Sogetsu Website? 
Download the announcement/report form online:
https://www.sogetsu.or.jp/e/members/downloads/
reports

Leaflets (English/ Chinese)
The leaflets for 2022 are available. Each Branch/SG 
will be entitled to 200 complimentary copies sent by 
air mail (printed matter) on request.
Download the order form online:
https://www.sogetsu.or.jp/e/members/downloads/
leaflets5

In Memoriam
Mrs. Noriko A Fields	 November 2021
Mrs. Aiko Ii	 January 2022
Mrs. Uma Sharma	 January 2022

A Demonstration only (5-7 ikebana ar-
rangements from small to large sizes)

80
mins.

B
Demonstration and lecture (3-5 
ikebana arrangements from small to 
large sizes)

C

Demonstration (3-5 arrangements) 
and Workshop (Max.10 persons)
(Eligible Work Shop participants: 
above 3rd Certificate and a member 
of branch/study group)
 *The workshop is open to view-
ing-only members if the host group 
accepts.

100
mins.

D

Workshop only (Max. 12 persons)
(Eligible Work Shop participants: 
above 3rd Certificate and a member 
of branch/study group)
 *The workshop is open to view-
ing-only members if the host group 
accepts.

90
mins.

Information

INFORMATION  お知らせ

追悼・石井美紅さん

蒼
風
の
も
と
で
研
鑽
を
積
み
、

初
代
・
千
葉
県
支
部
長
と
し
て
活
躍

　

草
月
流
理
事
で
あ
り
、名
誉
会
員
で
あ
る
石
井
美
紅
さ
ん
が
、

2
0
2
2
年
3
月
12
日
に
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。享
年
98
歳
。

　

家
元
よ
り
以
下
の
弔
辞
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
石
井
美
紅
さ
ん
の
ご
逝
去
の
報
に
接
し
、謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。ご
家
族
を
は
じ
め
ご
門
下
の
皆
様
の
ご
心
痛
を
思
い

ま
す
と
た
だ
言
葉
を
失
う
ば
か
り
で
す
。

石
井
さ
ん
は
1
9
4
1
年
に
草
月
流
に
入
門
さ
れ
、以
来
、そ
の

生
涯
は
い
け
ば
な
と
共
に
あ
り
ま
し
た
。初
代
家
元
・
勅
使
河
原
蒼

風
の
も
と
で
研
鑚
を
積
み
、斬
新
か
つ
品
格
を
備
え
た
作
品
は
蒼

風
か
ら〝
妙
花
〟と
評
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。指
導
者
と
し
て
は
、い

く
つ
も
の
教
室
を
主
宰
し
て
多
く
の
優
れ
た
門
下
生
を
育
て
上

げ
、ま
た
草
月
会
千
葉
県
支
部
の
初
代
支
部
長
を
務
め
、草
月
い

け
ば
な
の
発
展
と
後
進
の
育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。私
も
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
の
後
な
ど
に
あ
た
た
か
な
励
ま
し
の
手
紙
を
何
度

も
頂
戴
し
、そ
の
た
び
に
次
へ
と
向
か
う
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
井
さ
ん
が
残
さ
れ
た
草
月
い
け
ば
な
へ
の
大
き
な
愛
情
は
、ご

社
中
を
は
じ
め
す
べ
て
の
草
月
人
に
い
つ
ま
で
も
絶
え
る
こ
と
な

く
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。ご
生
前
の
優
し
い
笑
顔

を
偲
び
つ
つ
、心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。」

●
い
し
い
・
び
こ
う

1
9
4
1
年
草
月
流
入
門
。三
田
教
場
の
家
元
教
室
で
研
鑽
を
積
み
、49

年
よ
り
指
導
を
始
め
る
。千
葉
県
支
部
の
設
立

に
尽
力
し
、初
代
の
支
部
長
を
務
め
る
。自
宅

教
室
を
は
じ
め
、企
業
や
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
で
指
導
を
続
け
た
。創
流
80
周
年
記
念
草

月
栄
誉
賞
、創
流
90
周
年
記
念
草
月
栄
誉
賞

な
ど
受
賞
多
数
。

草
月
文
化
活
動
支
援
基
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2
0
2
2
年
1
月
〜
2
月
に
当
基
金
に
寄

せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、左
記
の
通
り
で
す
。

（
掲
載
は
一
万
円
以
上
、敬
称
略
）

S
Y
C
東
京
１
、東
京
南
支
部
、神
奈
川

県
支
部
、吉
岡
幸
曵
、藤
巻
芳
紅
社
中

嬉
し
い
受
賞

丹
野
霞
園
さ
ん（
宮
城
県
仙
台
市
、師
範
会

理
事
）は
、公
益
社
団
法
人
宮
城
県
芸
術

協
会
主
催
の
第
58
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
彫

刻
展
に
お
い
て
、作
品
名
「
紡
ぐ
…
産
業
廃

棄
物
ラ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
と
遊
ぶ
」で
河
北
新
報

社
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

伊
藤
智
法
さ
ん（
岐
阜
県
養
老
郡
、師
範
会

理
事
）、武
藤
虹
水
さ
ん（
岐
阜
県
岐
阜
市
、

師
範
会
理
事
）は
、郷
土
で
育
ま
れ
た
伝
統

文
化
の
継
承
や
振
興
の
た
め
に
、長
年
に
わ

た
り
取
り
組
ん
で
き
た
功
績
が
称
え
ら
れ
、

令
和
3
年
度
岐
阜
県
伝
統
文
化
継
承
者

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

古
家
郁
子
さ
ん（
神
奈
川
県
川
崎
市
、師
範

会
理
事
）の
陶
芸
作
品
が
、第
55
回
か
わ
さ

き
市
美
術
展
の
工
芸
部
門
に
て
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

訃
報

矢
沢
み
ち
子（
恵
美
）埼
玉
県
／
理
事	

舩
﨑
良
子（
霞
水
）千
葉
県
／
顧
問	

二
〇
二
一
年
十
二
月
二
十
五
日　

享
年
八
十
六
歳

猪
瀬
恭
子（
春
雪
）埼
玉
県
／
理
事	

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
四
日　

享
年
八
十
二
歳	

三
木
シ
ズ
子（
萠
庭
）徳
島
県
／
理
事	

二
〇
二
二
年
二
月
十
二
日　

享
年
九
十
歳	

石
川
泰
子（
双
玲
）岩
手
県
／
顧
問	

二
〇
二
二
年
三
月
三
日　

享
年
八
十
八
歳

村
田
眞
子	（
珀
鳳
）東
京
都
／
顧
問	

二
〇
二
二
年
三
月
十
三
日　

享
年
七
十
四
歳	

2
0
2
2
年

8
月
上
旬
発
売  

5
5
0
0
円
（
税
込
／
送
料
込
）

家
元
継
承
20
周
年 

記
念
D
V
D

※
詳
し
く
は
、次
号『
草
』6
月
号
同
封
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［ 

お
申
込
み
期
間 

］ 

6
月
～
7
月
末（
受
注
販
売
と
な
り
ま
す
）

［ 

収
録
内
容 

］ 

①「
勅
使
河
原
茜
展 

ひ
ら
く
」（
約
50
分
）※
英
語
字
幕
付
き

②「
勅
使
河
原
茜
展 

む
す
ぶ
」（
5
分
41
秒
）③「
変
幻　
宏
か
ら
茜
へ
」（
7
分
15
秒
）

④
特
典
映
像「
勅
使
河
原
茜
展 

ひ
ら
く
」の
制
作
エ
ピ
ソ
ー
ド（
約
5
分
）

［
お
問
合
わ
せ （
総
務
課
） 

］  TEL

：03-3408-1154 

／ FAX

：03-3405-4947 
E-m

ail

：som
u@

sogetsu.or.jp

32
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『草 /So Newsletter』の郵送配送は次号が最後！

お問合わせ ［ 海外課 ］　
FAX：03-3405-4947 / 〒107-8505 東京都港区赤坂7-2-21

前号でお伝えしました通り、海外在住の会員の皆さまへの機関誌『草 /So 
Newsletter』の郵送によるお届けは 2022 年 6 月号（274 号）をもって終了、
また紙での会員証の発行は 2022 年 4 月をもって終了し、今後はスマートフォ
ンや PC からウェブサイト「草月指導者連盟メンバーズサイト」にて機関誌と会
員証をご覧いただけます。
※海外への郵送の廃止は、新型コロナウイルス感染拡大や政情不安等による
郵便事情の悪化を考慮し、皆さまへ滞りなく最新情報をお伝えすることを目的
としています。

●メンバーズサイトご利用の特典
機関誌のデジタル版のほか、茜家元のデモンスト
レーションや特別メッセージ、本部主催展覧会作
品のオンライン視聴、サイト経由で過去のいけばな
LIVE 等のスペシャル映像が視聴可能！
その他、最新情報をいち早くご確認いただけます。

メールアドレス未登録の方は、メンバーズサイトのログインパスワードを忘れた場合、
ご自身で設定ができません。

●支部長 / チェアパーソンの皆様へお願い
支部・SG 活動の一層の発展と円滑化、本部との連
携強化のために、支部・SG メンバーの皆さまへ、メー
ルアドレスのご登録とメンバーズサイトへの継続的
なログインのお声がけにご協力をお願いします。

2022年 6月

2022年 8月

会員証発行。紙での発行は 2022 年度で終了し、
2023 年度からはウェブサイトへ移行。

2022年 4月

『草 / So Newsletter』6 月号発行。
この号をもって冊子での発行は終了。

『草 / So Newsletter』8 月号よりウェブサイトへ移
行。サイトの更新日は偶数月の 1 日となります。
※ 4 月号のみ 4 月中旬の更新となります。

メールのご利用が困難な方は、お手数ではございますが下記連絡先までその旨をお知らせください。

本部にメールアドレスを必ずお知らせください！注意！

ご利用に
際して

一番使用頻度が高いメールアドレスを、以下までお知らせください。
E-mail：overseas@sogetsu.or.jp

注意！

※ドメイン設定 ( 受信拒否設定 ) をされている方は、「sogetsu.or.jp」からのメールを受信できるようドメイン設定を解
除していただくか、または「@sogetsu.or.jp」を受信リストに加えていただきますよう、お願いいたします。

Inquiries  [ Overseas Affairs Department, Sogetsu Foundation ]  
7-2-21 Akasaka Minato-ku, Tokyo 107-8505, JAPAN  / FAX: +81-3-3405-4947

IMPORTANT
From August 2022, So Newsletter will only be available online.
Postal mailing will end after next June Newsletter is issued.
Dear STA members,
As we announced in our February Newsletter issue, the publication of the 
overseas section of So newsletter will be digital format only from August 
issue. This is because of postal disruptions and speed of access to it for 
members in the comfort of their homes. The newsletter will continue to be 
put on the STA Members’ Site as before but as above the postal mailing ser-
vice to overseas members will end after next June issue(vol.274).

What are the benefits of the STA Member’s Site?
In addition to the access to the digital Newsletter, this 
members only site is full of useful information and 
resources; plus Iemoto Akane's demonstrations and 
special messages, online viewing of works from the 
Sogetsu official exhibitions, and special videos of Ike-
bana LIVEs in the past. You can catch up with the latest 
news from the HQ too.
The function of our website will continue to expand 
and we want to make it attractive for you.

We ask all Directors and Chairpersons’ cooperation in 
encouraging the STA members of your group to log in 
and enjoy the members only website as often as pos-
sible. The STA members site will be a core of the over-
seas activities of the HQ. We shall do our best to add 
to the benefits of the members and it will strengthen 
the bond between the HQ and members.

If you have difficulty using e-mail, please inform us at the contact details below.

In case of reset your password, your e-mail address needs to be registered in 
the HQ record.

Have you registered your e-mail address with the HQ? 
If not, please contact us.Notice

Upon Use

For e-mail registration, please contact Overseas Affairs Department.
E-mail: overseas@sogetsu.or.jp  
*please register your most used e-mail address.

Notice

* Please set up your email settings so that you can receive emails from the HQ(@sogetsu.co.jp) (e.g. by 
registering our e-mail addresses on the receiving list or Domain specific reception).

June 2022

August 2022

Issuance of the Membership Card. The paper card will not 
be issued any more from the end of 2022. Instead it will be 
transferred to the photo of the “Profile” page on the STA 
Members’ Site in 2023.

April 2022

The final paper issue of the overseas section of So 
Newsletter with its postal mailing to overseas members.

Start of displaying the online digital So Newsletter on the 
STA Members’ Site. The newsletter will be posted on the 
STA Members’ Site on the 1st of even-numbered months. 
(Except April issue for which the posting will be in the 
middle of the month.) 
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Master Instructors of the HQ talk about 
their thoughts on ikebana and 
memorable episodes
One day in the 1990s, I took Teachers’ Workshop 
by the then Iemoto Hiroshi Teshigahara at Sogetsu 
School Osaka. I made the arrangement which I 
meant to express a surface with Spike winter hazel 
and present a line with New Zealand flax.  He said: 
“The plan of the structure is rather good but the flax 
is too weak to make distinctive lines. Remember 
this; however many leaves (of New Zealand flax) 
you put in, they wouldn’t be strong enough.” I then 
recognized the unavoidable use of the material’s 
nature which must be part of the composition. His 
comment opened my eyes.
In 2000, my arrangement (photo below) was 
introduced in magazine Sogetsu. I used Japanese 
andromeda and horsetail. Hiroshi’s comment was; 
“To test the plant-vase balance and plant-vase rela-
tionship, the materials are being highlighted to the 
edge of stability. The work is an experiment, a test-
ing.”
Even now, more than 20 years later, sometimes I 
suddenly remember that comment while arranging 
ikebana. I still find it difficult to create a sense of 
tension in my work. The more problematic it is, the 
more I am fascinated.
I was born and brought up in Kansai (west Japan) 
and now I am teaching at Sogetsu WEST as a 
Master Instructor. I look forward to meeting the 
overseas members at Sogetsu WEST in Kyoto.

One Two Step
My life with Ikebana / Tankei Kubo

Tankei Kubo  
Started Sogetsu Ikebana in 1975. She 
studied under Iemoto  Hiroshi and 
Iemoto Akane at the Sogetsu school 
OSAKA. Deeply influenced by the spir-
it of “Flowork” advocated by Iemoto 
Hiroshi, she has engaged in a number of 
Flowork  projects, including the series of 
display at Osaka Hilton Hotel. 
Through the constructive element in Sogetsu ikebana, 
she became one of the leading Sogetsu artists in Kansai. 
Awards: Sogetsu Encouragement Award (2003), Akane 
Teshigahara Award (2007, 2017), Tomoshibi (lightning) 
Prize given by Hyogo Prefecture (2021) and others.
*Flowork: the project which aims to transform various 
spaces into something fresh and vibrant by setting Ikebana 
works which exploit the energy of plants. 

久保丹啓
1975年草月流入門。草月大阪教室で宏、茜の両家元の薫陶を受け
る。宏家元の提唱した「フラワーク」の精神に深く共鳴し、ヒルトン
大阪ホテルのディスプレイ演出など数々の、「フラワーク」プロジェ
クトに関わる。いけばなの「構築性」を追究し、関西における草月の
代表的な作家である。草月奨励賞（2003年）、勅使河原茜賞（2007
年、2017年）、兵庫県ともしびの賞（2021年）ほか受賞多数。
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本部講師が語るいけばなへの思い、
心に残るエピソード
1990年代に大阪教室で宏家元の研究科を受講した時のこ
とです。とさみずきで面を作り、ニューサイランで線を構築したつ
もりだったのですが、「構成はいいけれど、ニューサイランは（こ
の場合の素材として）弱いね。ニューサイランは何本入れても
強くならないんだよ。」とご指摘をいただきました。素材と構成の
間に存在する必然性を実感し、目から鱗が落ちる思いでした。
2000年に季刊誌『草月』の「家元研究科から」で、あせぼとと
くさを使った作品（写真）を紹介していただき、「バランスを失
いそうになるぎりぎりのところまで植物を張り出していって、器との
バランス、器との関係を試している。実験的、試作的な作品で
ある。」と宏家元から講評をいただきました。
20年以上経った今でも、いけている時にふいにその時の講評
が蘇ることがあります。緊張感のあるバランスを保ち、いけばな
作品として成立させるのは何年学んでも難しい。時には「進歩
がない」と反省や後悔を感じることもあります。でも私にとって魅
力を感じてやまないテーマです。
関西で生まれ育ち、今は京都の草月WESTで本部講師とし
て指導する立場になりました。京都で海外会員の皆さまとお目
に掛かれる日を楽しみにしております。

Promotional Examinations for the Riji and the Komon degree 2022 
The examinations for the Riji and the Komon 
degrees which are the highest of all the Sogetsu 
qualifications are held once every year. This year, 
in Japan, the examinations were held on the 28th 
January at the Sogetsu Kaikan. Participants took 
both the written  and the practical examinations. 
For Overseas members, the examination was com-

pleted through correspondence. The questions for 
the written examination were sent to examinees 
via e-mail on the same day as the examination in 
Tokyo. Also the examinees submitted photos of 
their arrangements for given assignments. 
For your study reference, the questions for the 
written examination of this year were as follows:

Questions for the Promotional Examination to 
the Riji degree
1.	 Draw a diagram (front view and top view) of 

Variation No.3 Slanting Style Moribana (in 
Reverse) using a round Suiban. Indicate the 
angles and directions of the three main stems. 
Also, explain about adding the subordinate 
stems, and indicate the placement of the Kenzan.

2.	 Write about the following sentence from Sofu 
Teshigahara’s Kadensho.

	 The same flower never blooms twice, and 
humans never encounter flowers under the same 
conditions. Ikebana binds these two evanescent 
factors together.

Questions for the Promotional Examination to 
the Komon degree
1.	 Draw a diagram (front view and top view) of 

Variation No.3 Slanting Style Moribana using 
a round Suiban. Indicate the angles and direc-
tions of the three main stems. Also, explain 
about adding the subordinate stems, and indi-
cate the placement of the Kenzan.

2.	 Write about the following sentence from Sofu 
Teshigahara’s The Fifty Principles of Sogetsu.

	 (34) The harmony of flowers and containers 
should fill the entire space.

We send information regarding the Riji and the Komon examinations to teaching Riji holders every autumn. 
If you are interested in taking the promotional examinations, please ask your teacher.

Notices

The Use of the title “Master Instructor”

We sometimes receive questions from the STA 
members about the use of the title “Master 
Instructor.”  Please note that when our headquarters 
say “Master Instructor,” it means the teachers who 
are appointed by the Iemoto. The full official  name 
is “Master Instructor of the Sogetsu Headquarters”.
Without Iemoto’s approval and appointment, 
no teacher can call themselves or can be speci-
fied as a “Master Instructor”, however long their  
experience of teaching or however creative and 
excellent their skill and expression. “Teacher” or 
“Instructor” are appropriate words for them.
We ask for your understanding and cooperation 
in the careful use of our HQ designation “Master 
Instructor”.

“Master Instructor”の称号の使用について

STA会員の皆さまから、“Master Instructor”の呼称に
ついて質問を受けることがあります。 本部が“Master 
Instructor”と表現する場合、それは家元から任命
された本部講師を意味しますので、ご注意くださ
い。正式名称は“Master Instructor of the Sogetsu 
Headquarters”です。
家元の承認と任命がなけれ ば、たとえ指導経験
が長く、優れた技術と表現力を持つ先生であって
も、“Master Instructor”を 称 す る ことも、“Master 
Instructor”として認知されることもできません。「先生」

「インストラクター」が適切な呼称です。
“Master Instructor”の呼称を慎重に使用するよう、
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。



I am sure that you are anxious sometimes with the 
series of unimaginable events that have occurred over 
the past few years. Although the situation remains 
chaotic, we realize that with only five years to go until 
the 100th anniversary of Sogetsu in 2027, we should 
start making preparations from now on in any case.
With that in mind, I chose the theme, “What’s 
SOGETSU?” as we move toward this remarkable 
milestone. The reason is that all of us —Sogetsu 
teachers, students, staff, etc.—, should think about 
the question “What is Sogetsu?” once again from our 
unique standpoint.
I pinned my hope on this theme so that not only 
people who are already involved in Sogetsu but also 
those who have no idea what Sogetsu is will devel-
op an interest in it. I am often asked in interviews, 
“What is the difference between ikebana and flower 
arrangement?” To make it easier for the general pub-
lic to understand, I answer by saying, “ikebana is 
an aesthetic of subtraction, and flower arrangement 
is an aesthetic of addition.” As you know, however, 
Sogetsu Ikebana can express both subtraction and 
addition. The most attractive feature of Sogetsu is 
that it can include both without any fixed restrictions. 
I think that is why we are able to express so much 
diversity. It would be a great waste to narrow down 
the possibilities by making assumptions off the top 
of our heads. However, an attitude of “I could have 
done it anyway” without commitment does not work. 
It will become even more important for us to observe 
and study various things with the flexible mindset 
that is typical of Sogetsu Ikebanists’ strong curiosity, 
and transmit something that will make people who do 
not know about Sogetsu think, “I’ve never heard of 
Sogetsu before, but this is amazing!”
People take things for granted unless they are inspired 
to view new angles and chances slip by quickly. 
When being asked, “What is Sogetsu?” once again, 
one person may think, “I was rescued by Sogetsu,” 
while another person may consider, “Sogetsu is heal-
ing for me.” What is important after answering this 
question is to say it out loud in your own words. For 
example, there is a big difference between someone 
who can proudly say, “I may not be able to do much 
on my own, but I want to cheer people up as much as 

I can, so I upload my ikebana on my social media site 
every time I arrange it.” and people who say, “Well, 
I create my work without thinking about anything in 
particular.” Of course, some people are not comfort-
able about being conspicuous or outspoken, which is 
by no means a bad thing. However, if each of us takes 
the opportunity to think about this theme, clarify it 
and speak out about how Sogetsu has made them feel,  
it is possible that some of you will find the power to 
do a lot for a world that is often suffering and in mis-
ery. Then something will surely move and change. 
“Why this theme now?” But it is precisely because we 
live in times like this that it’s so relevant.
Of course, I, too, will ask myself very seriously, 
“What does Sogetsu mean to me as Iemoto?” for the 
next five years. While exploring “This is SOGETSU”  
for each of us, we can prepare our minds and hearts 
for our Centennial!
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Keep Right on Talking!  No.81 : Akane Teshigahara
What’s SOGETSU?

Lately, I have often updated my personal Instagram.
If you have no experience of this, why not get started on 
it? It's a great way to keep track of your own work, and 
I enjoy receiving all the various reactions in the comments.  
I strongly recommend it!

“You must listen to the Beatles.”  Those were the fierce 
words that came out of my father’s mouth when I was a 
young girl.  I will never forget how seriously disappointed 
he looked when he had discovered that I had only listened 
to Japanese teeny bopper bands at that time.  I remember 
during a trip to our country house, he secretly went into my 
room when me and my sisters were not there and ripped up 
all of my Japanese band posters.  I never forgot how mean 
he was to do that, and was bawling in tears for hours.  Some 
time later when I entered Junior High School, somehow his 
words had influenced me and I started to go through all his 
record albums and was mesmerized by all of the gems in 
his collection:  The Beatles, Rolling Stones, The Byrds, The 
Doors, Bob Dylan, Jimi Hendrix, The Band, The Beach Boys, 
Simon and Garfunkel, Miles Davis, Sly and The Family 
Stone, Ray Charles, Frank Zappa, James Brown and many 
others.  It filled me with joy to have this special connection 
with my father through his love of music among many other 
things.  My new interest in music from England and the 
United States sparked my strong desire to study abroad in 
America.  Somehow I had convinced him to allow me to fin-
ish High School at a boarding school in Connecticut, which I 
did with my intermediate English at Choate / Rosemary Hall.  
After all, I had always felt that my spirit belonged to the West 
rather than the East, and I believed that my father’s artistic 
sensibilities and expressiveness had impacted me in this way.  
My father was an artist above all, besides being an iconoclas-
tic Iemoto of Sogetsu Ikebana and Avant-garde filmmaker, he 
allowed his interests to take him to any place free from any 
walls or distractions.  I found it so incredible that he could 
pursue pottery, sculpture, calligraphy, painting and theater 
just because his inner spirit had led him to each  respective 
world.  I had yet to find my own way, but had eventually 
landed on photography as I had carried a camera with me 
wherever I went while at Choate.  So I pursued a photogra-
phy degree at The School of Visual Arts in Manhattan, New 
York.  New York was such a melting pot at this time in the 
mid to late seventies where all the friends I met at art school 
and in the east village all pursued three or five mediums all 
at the same time!  It was such a unique and bizarre place 
then and everything seemed possible regardless if you were 
rich or poor.  When it came time to share my undergraduate 
photo portfolio with my father, he examined each work in 
total silence and didn’t say a single word to me.  This was 
incredibly crushing to me since I was seeking his approval in 
what I was pursuing.

Later when I was in my final year at SVA, my husband 
(Painting major at the same school) and I had decided to 
start our own art-rock band which we called Eeldogs.  My 
father happened to be visiting New York with his friend from 
Fukui and they came to see us at a dingy hole in the wall 
music club.  They were both so into the music and had said 

that we should bring the band to Japan and meet my father’s 
friends who are in the music business and perform there and 
debut in Japan. He said one day, “Can you play at Sogetsu’s 
New Years Party?”  I replied “Are you kidding?  The Sogetsu 
party?  Do you think those ladies at Sogetsu will be able 
to stand our music?”  He said it didn’t matter and insisted 
that we perform anyway - so me, my husband, and other 
bandmates scheduled a tour in Tokyo and performed at the 
New Years Party in the end!  It was so nerve-wrecking to me 
because audience were all Sogetsu ladies and gents. Several 
month later, he said we should do a gig at Sogetsu Hall. I was 
again, so nervous because my father had invited all of his 
famous friends to the show!  While we were performing, I 
was told that he was watching the show from the second floor 
balcony and was smiling the whole time while talking to his 
friends.  He had even decorated the stage with a large banner 
of his Japanese calligraphy and English print of our band’s 
name, which seemed so extravagant and was unlike any of 
our shows back in New York. That was one of the happiest 
moments in my life since he was so supportive of my music.  
Several years later in the mid 80s, when we decided to dis-
band Eeldogs, my father kept imploring us to not quit and 
was so disappointed that the band was no longer active.

I didn’t pursue a career in music, instead, I continued to 
work for galleries while holding my position as the Sogetsu 
Director of North America.  Yet, I was happy that my father 
had the opportunity to hear my musical projects.   One thing I 
had discovered was that as children it is not our responsibility 
or place to please our parents.  Undoubtedly,  I found out 
that the only way we make our parents proud is if we inde-
pendently find our own path and not the path that we think 
is expected of us.  My father was sending me this message in 
his non-communicative form of communication, and because 
of this I thank him for being so open-minded yet strict. 

If he were around today, I wouldn’t be shocked to find him 
blasting Eeldogs through his speakers.

Message from Kiri Teshigahara




